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川西市　久保　雅弘

在宅医療研究会・感想文保険医協会副理事長・東神戸診療所所長

会場

（宝塚市栄町 2丁目 1-2　ソリオ 2-6F ℡ 0797-83-2211　地図参照 )

７月１６日( 土 ) 15:00 ～ 17:00

兵庫県保険医協会北阪神支部 ・特別研究会ご案内

お問い合わせは、 TEL ： 078-393-1817 　兵庫県保険医協会北阪神支部　吉永、 小川まで

参加無料

　　　郷地　秀夫 先生

講師

日時

　東日本大震災による福島第一原子力発電所

事故は、水素爆発、汚染水漏れ、メルトダウ

ンなどを相次いで引き起こし、多くの避難者

を生み出したばかりか、事故から数カ月経た

今もなお国民に大きな不安を広げています。

　今回は、原爆症認定訴訟に長年かかわって

こられた郷地先生に放射線の性質や原子炉の

仕組みを詳しく説明いただきます。また、福

島原発で何が起こっているか、今後何が起こりうるか、とりわけ放射性物質を体内に取

り込む「内部被ばく」の危険性について考える機会にしたいと思います。お誘い合わせ

の上、ぜひご参加ください。　　　　　　　　　　　【北阪神支部副支部長　川村　雅之】

　原発事故と内部被ばく

宝塚商工会議所　多目的ホール

 　　　　■　郷地　秀夫　( ごうち　ひでお）　先生　ご紹介　■

1947 年、広島県賀茂郡西条町 ( 現東広島市 ) 生まれ /1973 年、神戸大学医学部卒業後、被爆者医

療に取り組む /神戸健康共和会・東神戸診療所所長、兵庫県保険医協会副理事長 /「核戦争を防止

する兵庫県医師の会」運営委員 /約 250 人の被ばく者の主治医として日常健康管理を行っている

医療機関名　　　　　　　  　（　　 　）　　　-　　　　　FAX（　　 　）　　　-　　　　

お名前　　　　　　　 　　 　職種　　　　　　　　　 　　 　

(切り取らずに送信ください )
【ＦＡＸ返信】 ０７８- ３９３- １８０２宛

● 特別研究会に申し込みます 保険医協会北阪神担当行

共催 宝塚医療生活協同組合

ー被ばく者医療の経験からー

兵庫県保険医協会

５月 21 日に、いたみシティホ

テルで行われました北阪神支部

の在宅医療研究会に参加しまし

た。「在宅末期がん患者における

緩和ケア」と題して、灘区で在

宅ホスピスを開院されている関

本クリニックの関本雅子先生が

ご講演くださいました。緩和ケ

ア病棟で働いておられた勤務医

時代のころから、開業後 10 年に

至る豊富な緩和ケアのご経験を

基にした貴重なお話をしてくだ

さいました。

多くの話題を通して私が最も感銘を受けたのは、関本先生の長きにわたって変わら

ぬ患者さんへの熱い思いです。本当の終末期となれば、午前中は訪問看護、夜には先

生ご自身が毎日のように訪問されておられるとのことでした。

知識や技術も大事ですが、緩和ケアに最も必要なものは、患者さんと、そのご家族

に対する情熱であることを教えていただきました。

私は訪問診療を専門に開業してまだ４年目ですが、多忙と孤独感、時には無力感や

虚無感で精神的にきつい時があります。これは、恐らく往診を専門にしておられる先

生方は皆さん感じておられるのではないでしょうか。しかも、情熱があればあるほど

きつく感じるものだと思います。

そのような在宅ケアの最前線で、ずっと頑張っておられる大先輩の情熱に触れるこ

とができ、深夜の往診にも元気な笑顔を患者さんやご家族に見せることができそうで

す。感謝申し上げます。

緩和ケアへの情熱に感銘

　　　78 人が緩和ケアに必須のを鎮痛剤の活用を学びあった
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�評議員・予備評議員（医科）選挙の公示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        兵庫県保険医協会  理事長　池内春樹

　協会規約第 12 条の２及び ( 細則 ) 協会役員等の選出規定の第３条の２および第９条の

１により、評議員・予備評議員（医科）選挙の公示を行います。

【役職と定数】

評議員  3 名　　

予備評議員 2 名　　

　兵庫県保険医協会規約　第 18 条

「評議員は、各支部または歯科部会を代表し、会員の意見を評議員会に反映するとともに、

本会の方針に沿い、各支部または歯科部会の活動の中心となる。予備評議員は、評議員

を補佐するとともに、評議員会に評議員欠席の際には評議員として出席する。」

【任期】

　２年

【改選日】

　７月 16 日 ( 土 )　　北阪神支部幹事会（会場・宝塚市商工会議所　特別会議室 A）

【立候補日時締切】

　７月９日 (土 )　正午

【立候補届出の方法】

　立候補希望者・推薦希望者は、協会事務局までお申し出ください。用紙をお届けします。

「立候補届」「推薦届」に必要事項を記入の上、事務局へ持参または郵送ください。

　なお、歯科について歯科部会で選出します。

対市交渉で国保改善を

　社会保障をよくする伊丹の会（伊丹社保協）は

６月４日、伊丹市スワンホールで第３回定期総会

を開催。30 人が参加した。総会議事では「震災復

興を口実にした社会保障改悪阻止を」とする決議

が採択されたほか、小泉勇支部幹事が会長に再選

された。あいさつに立った小泉先生は「後期高齢

者医療制度廃止行動など継続した取り組みで力を

あわせよう」と訴えた。

　記念講演では、大阪社保協事務局長の寺内順子

氏が「国保・介護・後期高齢の動向とわたしたち

のたたかい～伊丹市の現状もふまえて」と題して

講演。伊丹市の国保の状況について講師は「国保

税滞納率は 24.3％と阪神間の各市の中でも尼崎に

次ぐ高率」「資格証発行世帯も子どもは含まない

ものの、430 件、発行率 1.4％であり生活困難世帯を圧迫している」と具体的データを

あげ、市国保制度が社会保障として機

能していない現状を紹介した。

　また講師は、東日本大震災後の国民

間の支援活動を逆手に取って「共助」

の美徳をことさら強調し、社会保障に

占める国や大企業の責任を縮小しよう

とする動きを指摘。「今こそ『公助』の

役割が必要。公共セクターが社会保障

を担っていく意義を再確認するために

も学習を重ねよう」とした。

　また、行政との関係強化の大切さを

強調する中で「人も予算も削られている当局の中にも市民の利益を第一に考えている

担当者は少なくない。自治体キャラバンで地道な懇談を重ね、提案型の運動を進めて

ほしい」と呼びかけた。

伊丹社保協総会

　　　「今年も力を合わせよう」と小泉先生

　　　　「伊丹市国保は阪神間でワースト２」と寺内氏

健康情報テレホンサービス
通話料無料　（0120）979-451

※テレホンサービスは、協会ホームページ

でもご覧いただけます。既放送分も掲載して

います。

　　　　http://www.hhk.jp/　

月曜日　　女性のための避妊法

火曜日　　スポーツドリンクで歯が溶ける？

水曜日　　肩こり

木曜日　　難聴

金土日　　アロエはやけどに効くか

< ７月のテーマ >


